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       Wienの 民 衆 劇
                   小  川  正  已
その劇場
 三 つの郊外(設 立 当時郊外 であ った)劇 場 が重要 である。
 Leopddst盗dter Theater(以 下LTh.と 書 く) -Baden巡 業 劇団の団
長Matthias 1Vlenningerの 後継者Karl Marinelliに よって1781年 に,役
者La Rocheが 演ず るKasper1(道 化役)を 看板に して設立 された。1846
-1847年Karl Carlに 買 収 され,改 造 され,新 にCarltheaterと 名附 け ら
れ る。第二次大 戦前 に既 に上演 され な くな っていたが,1945年 に爆撃 に よっ
て破壊 され た。
 Josefstadter Theater(以 下JTh.と 書 く)   ..年 にKarl Mayer
に よって設立 され,以 後幾度か 改築 されたが,大 体原形 を保存 した ままで現
在 に及 んでいる(Hofmannstha1の 作 品にSzenischer Prolog zur Neuer-
6ffnung des Josefstadter Theatersと い うのがあるが,こ れは再開場 に上
演 され たGoldoniの 》Diener zweier Herren《 の発端 をパ ロデ ィー化 し
た もので あるが,Goldoniと いい,そ こに登場す るDoktor, Pandolfo, Tebal一
                       マスケにレ
da, Truffaldinoと い ったCommedia dell'arteの 役柄 が既 にJTh.の 性
格 を語 ってい る とい っていい。‐Lustspiel IV)
 Theater an der Wien(以 下WTh.と 書 く〉 これはFreihaustheater
an der Wiedenの 後継 劇場 として,同 じ経営者Emanuel Schikaneder
(Mozartの 歌 劇Zauberfl?eの 作者)に よって1801年 に設立 されて,矢 張
現 在 に及 んで いる。
 さて以上 三劇場 のなかでWTh.は 当論丈が扱 お うとしているBarock伝
               く73)
統 の民衆劇 に関す る限 り,Otto Romme1は 詳細 に上 演回数を検討 したのち
に こ う書 い てい る.「Raimund以 前のWienのZauberst?ke(夢幻 劇の訳
があ るが,適 当 とは、思、えない)の 古典作家 たちの作 品はWTh.で は時た ま,
有名な役 者の客演の機会 とか,セ ンセー ショナルな改作(Sensationsnovita-
ten)と して しか上演 されず,こ の改作 とて も直 ぐさま消 え てしま って,こ
の劇場では最早伝統形 威の力 とな らない。Schikanederの 退場 以後WTh.
はWienの 民衆喜劇の発展に対 す るいかな る意味 も失 い, Nestroyが1831
        アンサンブル
年8月 に この劇場の劇 団にはい った ときや っと再 び重 要 に な る」。(Deuts-
che Literaturの なか の, Otto Rommelの 編 纂 したBarock-traditionの4
巻 目Sesserungsst?ke IのEinf?rungのS.7)要す るにWTh.はSchi-
kanederとNestroyの 範囲において しか重要性 を もたなか ったのだ。WTh.
はむ しろ市 内のK翫ntnertor劇 場 と並 んで 「全 ヨーロ ッパの 才ペ ラを並 び
な き完全 な姿で呈供 した」点 にお いて重要なの だ。一方JTh.は,こ れ また
Rommelの 言葉(同 上S.8)に よれぽ 「民衆的Zauberst?keの 発 展に と
っての この劇場の意義は大 き くない。常にLTh.に 依 存 していて,む しろ よ
り薄弱 な作 品の逃避場 であ った。 だか らこそ この劇場は屡 々その手本 の通俗
的 に歪 め られ た写 しの働 きをする。GleichはJTh.を1814/15年に成功 を も
って率 いた,GleichとMeis1は, Raimundの 才能 を並 ぶ とLTh.で は余
りに も困難 な立場に あ ったその晩年 の作 品をJTh.に 出 してい る」。(Gleich,
Meis1に つ いては後 に述 べるが,い ずれ もLTh.の 座附 き作 者で あ った)。
要す るにJTh,もLTh.に 較 べ ると二義 的な意味 しか なか ったわ けだ。 従
って結局 「WienのZauberst?keの 本来 の揺籃 であ り養育場 」はLTh.で
あ ったし,WienのZauberkom?ieはLTh.と 盛衰 を ともに した とい っ
ていい。逆P`.Wienの 民衆劇 を知 るこ とは, LTh.の 劇場 史を知 るこ とであ
るとも言 える。1781年y' 足 して以来,こ の劇場 は ドィ ヅはお ろか,ヨ ー ロ
ッパにおいて も最早 当時 としては類例 を見 ないBarock伝 統劇 を上演 しっづ
け て,遂 にFerdinand Raimundの 完成 を生 んだ のだ。 Raimundな きあ と
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19世 紀の60年 代 までなおJosef Kiiian Schickh, Johan Eduard Gulden, F.
0.Reiberstorffer,更 にKarl Haffner, Franz Xaver Told等 に よって
Barock-Kom?ieは 支 え られは したが,所 詮 これ らの作家 たちはRaimund
めEpigonenに すぎなか った。 Raimundと 並び称せ られ るJohann Nest-
royも, WTh.に よって,逸 早 く伝統的なZauberst?keか ら,リ ア リス
チ ックなPossenに 移 ってい る。 Barock演 劇 の伝統 は, Epigonenが つ く
るZauberst?keに 伝え られ ないで,寧 ろAnzengruberやKralikやHof-
mannsthal,更 にBillinger, Mell, Henz等 の作家 たちに よって別の形で現
代 に まで生 か され て き『た と言 えよ う。
Hanswurst論 争。
 1769年 に,上 述 のLTh.の 前身Baden巡 業劇団を企業 家のGiuseppe
d'A伍igioがKarntnertor露陽 に世話 しよ うとしたところ, Karntnertor
劇場 に属す る宮廷役 者た ちに よって拒絶 された事件 がお こつ てい る。宮廷役
者 たちは,「 民衆的,非 夊 学的喜劇の再許 可に よって,か れ らがや っとの こ
とでかち得 た社会 的位 置が低 まることをおそれ たのだ」。:...巡 業劇団は
La BocheのKasper1(道化役)を 看板 にして いた。道化 は即興劇 の中心で
あ った。(イ タ リアの即興 劇Com匤edia dell'arteを 申心 に して,そ の勢力
範 囲 内において発生 した劇 。)非 文学的な(脚 本を有 たない とい う意味で)
この即興劇(Stegreifspiel)セ こ対 して,18世 紀 の中葉 において ドイツ全体 に
わた って攻 撃が加 えられ ていた ことを知 らねば ならない。攻 撃 の 申 心 に は
Johann Christoph Gottschedヵ ミいた。 GottschedはStegreifspielに 対 し
て,フ ランスの古典 劇を理想 に抱 きなが ら,正 規劇(RegelmaBige Dralnen)
を唱 えた。Wienに もGottschedの 出店は あった,出 店 の連中は生悴 の ウィ
ー ン子 ではなか った,Schwarzenberg出 身のChristian Gottlieb Klemm,
Zeulenroda出 身 のfobias Philipp von Gebler,就 申その先頭に立 ったのが
Nikolsburg出 身 のJosef Sonnenfelsで あ った。 Sonnenfelsは その週刊紙
とrウ ィー ンの舞台につ いての書 簡』(Briefe?er die wienerische Scha-
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ub?ne 1767)で 闘 った。 Wienで は既 に1752年 にMaria Theresiaの 即興
劇には不利 な勅令がで てい る。 更 にそ の翌年 にはGottschedの 協 力者 であ
る名 女優Karoline Neuber自 ら客演す る ことに よって, Barock喜 劇に痛
撃 を与 えている。Sonnenfelsを 会長 とす る 「ドイ ツ協 会(Deutsche Ge-
sellschaft)」 の革新派 の攻撃に対 して, Barock悲 劇 を擁護 す る 人 々 は 実
際 の劇場 人たちだ った,即 ちHanswurst役 者 のPrehauser, Bernardon
役 者のKurz(Haydnと組 んで数 々のSingspie工 を もつ くっている.)更
辷Odoardoを つ くったWeiskern,(MozartのSingspie1》Bastien und
Bastienne《 の作者)Philipp Hafnerな ど。 そ して彼 等 とて も,道 化一即興
劇一Barockが 終 りつつあ ることを知 らなか ったわけ ではなか った。た しか
に ヨー ロ ッパは,ド イツは,Wienす ら正規 劇一 合理主義 に次 第に支配 され
つつ あった。ただ古い演劇伝統 のある南 ドィッ,バ イェル ンとオー ス トリア
では,就 中その中心地Wienに おいては,そ の変 化は徐 々に しか行われ なか
った。他 の場所 の よ うにBarockは 直 ちに打 倒 され なか った。市内 の最 も古
い劇場,K疵ntnertorの 劇場(1708年 にWien市 に よって,今 まで仮 小屋
で上 演 していた巡業劇 団のために専門の劇場 として設立 され た)は なお暫 く
はWeiskern, Hafner等 に よって,女 王 の勅令に よって 「脚本 化 された」
Barock劇 が上 演 され ていた が,1741年 にKarntnertor劇 場 の補助 劇場 と
して与 え られたBurgわ ぎの劇場(所 謂 ブル ク劇場)と ともに,1776年 の
皇帝 ヨゼ フニ世の勅令 に よって夫 々役割 を分 担す るに及 び,更 に1764年 に
Bernardon役 者Kurzが 退場 し,1768年OdoardoのWeiskernが死 に,
更 に革新派を して 「偉大 なパ ンは死んだ ＼」 と言 わせ た最 後 のHanswurst
役者Prehauserの 死 とともに, Barock喜 劇は二つ の宮廷 劇場 を去 って,郊
外 にその舞台 を求めざ るを得 なか った。 これ が即 ちLTh,で あ り, JTh.で
あ り,WTh.で あ ったわけ だ。 ドイ ツはお ろか,ヨ ー ロ ッパの天地か ら以後
姿 を消 したBarockkom?ieは ここを牙城 として,更 に19世 紀 の60年 代 ま
で生 きのび,Raimundを 世界丈学 に加 えたわ けだ。
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そ の由来 。
 Hanswurst論 争 においてBarock喜 劇を擁護 したHafner, Weiskern,
Kurz, Prehauserの 前 にWien民 衆劇 の父 ともい うべ きJosef Anton
Stranitzky(略1676-1726)がいる。 Karntnertorの 劇場 が巡業 劇団のた
めの劇場 として1708年 にWien市 に よって建 て られた ことは先 に述 べた が,
この劇場 を まず充分 に活用す るこ とがで きたのがStranitzkyで あ っ た。
Stranitzkyは1722年 以後 この劇場 を引 き うけている。 ドイ ツの巡業劇団の
伝統 は16世 紀以来 の もの らしいが,充 分脚 本 らしい ものを残 して いないので,
Stranitzkyに よって始 めてそ の実体 がつかめる。巡業 劇 団 が 演 じ た の は
Haupt und Staatsaktiori(茶 番的なNachspielに 対 して,本 題 の 意 味 で
Haupt-aktion,民 衆 のあこがれ を反映 した王侯貴族のStaatsaktion.要 す る
に王 侯貴族 のAffekteを あつか った芝 居)で ある。 Stranitzkyの 手にな る
と言 われ るHaupt=und Staatsaktionは14篇 あ る。だがStranitzkyの 功績
はSalzburgの 農民 を モデルに してHanswurstと い う道化役 を生 々 と作 り
だ した こ と,更 に この道化 のKomikをBarock劇 のなか に生 きた一要素
に した点 にある。
 ドイ ツ巡業劇 団は人形芝 居 のほかに イタリア巡業劇団 と交 渉が深か った,
とい うよ りは先 に言 った よ うに イタ リアの巡業劇団Commedia del1'arteの
勢力範 囲か ら発 生 した ものではないか。StranitzkyのHanswurstにして も
Commedia delrarteのLe maschere(仮 面 をかぶ った道化役)の 一つ と
して考7ら れ る。更 に このHanswurstと い うmascheraは,そ の即興芝
居 とともにStranitzkyの 弟子Prehauserに うけつがれ,更 に道化役(ma-
schere)はKurzにょってBernardonが, Weiskernに ょってOdoardo
が生みだ され,そ の即興芝居 とともにHanswurst論 争 の攻撃 の 目標に され
た こ とは前述 の通 りだ。道化役 は市 内か ら追放 され ると郊外 劇場 に よみがえ
り,La RocheのKasper1のほかに更にThaddad1, Bauerleが つ くった
Staberl等 続 いたわけだ。 その よ うな一定 のmascheraと してではな くて も,
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どの芝居 に も道化 は存在 した。民衆 は道化 を主 として楽 しんだ のだ。 だか ら
こそRaimundもNestroy,も,作家 であ る前 に先ず す ぐれた喜劇役者 でな
ければな らなか った。
 Zauberst?keは,こ のよ うに直接 的には巡業劇 団のHaupt und Staats-
aktion(HanswurstのKomikを劇 の不 可欠 な一要素 とした)か ら出た も
のでは あるが,Haupt=und Staatsaktionと 等 し く重要 なBarock-dramaで
あ ったJesuitenの 教 団劇(Ordensdramen)と宮廷 オペ ラか らも吸収す る
ところ大であ った。
 Barockdramaに ついては,そ れ 自身一 つの大 きな テー マな ので,稿 を改
め て書 くとして,今 ここでは本題 に関す る限 りの覚書 を記 してお こ う。(な お
Barockdramaに 関 しては,矢 張Deutsche LiteraturのWilli Flemming
が監修 した5巻 が有力 な資料 とな る。)
 教 団劇 と宮廷 オペ ラに共通に言 えるこ とは,17世 紀 の後半 に い ず れ も が
Komikに 手を出 した とい うことであ る。教 団劇で いえば ラテ ン語 のHaup-
taktionの なか に民衆語 のIntermezzoが 入 ることだ。 これ は イタ リア語 で
Hauptaktionが 演 ぜられた オペ ラに関 して も言 える ことだ。
Jesuitenの 教 団劇 に関 しては, Allaydyce Nicollがr世 界 の芝 居』(World
           ミステリ 
Drama)に おいて,「中世祕蹟劇 の国際的舞台 の最 後 の遺物」 と言 つ ているが,
成程 「かれ らの主題は祕蹟劇 の主 題 と同 じものであ った のが も知 れ ないが,
それ らの技術 は全 く違 った ものであ った」。 即 ち 目的 のた めには,手 段 を選
ばずで,利 用できる ものは何で も利 用 した。言葉,音 楽,舞 踊 更に絢爛た
る舞台技 術。その意味 で教団劇はFlemmingが 言 うように,「xペ ラ化 した
Staatsaktion」 であ ったか ら,も う一つBarockの 演 劇で ある オペ ラに著 し
く接近 していた と言 い得 る。 WienのBarockkomsdieが著 し く劇場 技術
的に傾むいたの も,Cysarzの 謂 うBild-barockに 由来 しているか らで ある。
Shakespeareな どのWort-barokと 著 しく対照 的であ るわ けだ。
Barock喜 劇の変遷 。'
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 17世 紀 の後 半 に民衆 は宮廷的な教団劇 とオペ ラのな か に,ZwischenspieI
(幕 合狂言)の 形 でそのKomikを わ りこませた。更に民衆 の劇である とこ
ろの巡業 劇 団は,1709年 以来 その定 ま った劇場をKarntnertorに もった。
そ して民衆劇 の父Stranitzkyを 得 た。 Stranitzkyが つ くった民衆 の声 で
あ るところのHanswurstはPrehauserにつがれ,そ れは更にKurzの
Bernardon, WeiskernのOdoardoに変形 された。作者 としては 『恐 しい
魔 女 メグー ラ』(Magera, die f?chtliche Hexe 1763)のHafnerを 得 た。
然 し18世 紀 の申葉 のHanswurst論 争 の結果, Barock喜 劇は郊外劇場 に移
され た。 そ してそれはLTh.を 中心 として19世 紀 の60年 代 まで一応続 いた
とい うことは前述 の通 りであ る。
 それではLTh.を 申心にBarock喜 劇 は どの よ うな変邏 を したか。 LTh.
は先 ずKasperl役 者La Rocheを 中心 に して, Marinelliが 支配 したが,
更 に1783年 には喜劇 役者 のSartory一 家 が加入 し,1787年 には薪 しい道化役
Thaddadlを 演 じたAnton Hosenhutが 加入 し,1801年 には これ また新 し
い道 化役で あるStaberl役 者Ignatz Schusterが 加入 している。 レパー1・
リイと しては先 ず 『ドナ ウ河 の人魚』(Donauweibchen)のKarl Friedrich
Hensler(1786年 加入),90年 代 の始 めか らは 『フ ァゴッ ト吹 きのカ スパール』
(Kaspar, der Fagottist)のJoachim Perin騁が, Romme1の 分類 に よ
れ ば,KurzのBernardon中心 の 「か らくり悲劇」(Maschinenkom?ie)
に代 って 「Rマ ンチ ックで コ ミックな民話劇」(die romantisch=komischen
Volksm註rchen)を 流 行 させた。1801年 に加入 した 作 者Josep Ferdinand
Kringsteinerは 新 しい時代 に属 していたが夭折 した。か ら くり喜劇はSing-
spie1に 移 ってゆ く。(ナ ポ リのOpera bullaと ヴ ヱこ スのIntermezziの
影 響)。1786年 には,世 紀 を風摩 し,Raimund劇 の作 曲家 であるWenzel
M?lerが 契 約(ち なみにNestroy劇 の作 曲家 は終始Adolf M?lerで あ
った)・1803年 ρ初代座長Marinelliの 死はKasper1喜 劇 を終 らせた・
 Ignatz SchusterのStaberl(新 しい道化役)と ともに, Barock喜 劇を今一
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度開花 さすために,三 人の作者 があ らわれ た。Adolf BauerleとJosef Alois
GleichとKarl Meisl。 「KasperlのKomikがMarchenにおいて のみ充
分 に生 き切 ることがで きた のに対 して,こ の新 しいKomikは その発展のた
めに 日常生 活の シチュエー ションを必要 と した」。 そ してBarock喜 劇は
「パロデ ィー的夢幻劇」(das parodistische Zauberspiel)に な った。 Meisl
の 「神話 的ヵ リカチ ェア」(mythologische Karikaturen)の 『オル フォイス
とエ ウ リデ ィーチ ェ』(1813)を 見 てもわか る よ うに,Barock劇 の主要 な構
成 である天上 と地上 の,そ の天上 が著 し く地 上に接近 し,Wien化 されてい
る。Raimundの 発足 もまたこのよ うな パ ロデ ィー的Zauberst?keか らだ
った。1823年 の 『魔法 の島のバ ロメーター作 り』(Der Berornetermacher
auf der Zauberinsel)や1824年 のr精 霊 の王 の ダイアモ ン ド』(Der Diamant
des Geistesk?igs)な どはそれだ。 「この よ うな)¥pデ ィーの流行 は しか
しながら決 して夢 幻喜劇(Zauberkom6die)の 終 焉を意味 しは しなか った。
・.・…三月革命以前 の ウ ィー ン子 は,よ く見れ ば人間にす ぎなか った精霊 の王
や魔法使 いを心か ら笑 うことができたが,か れ らはそれ に よって,笑 われ た
魔法使い が属 していたあの世界か ら生れで る魅力か ら身 をひ くことな く,そ
のすべて の陽気 さに もかか わ らず,良 い時期 には これ らの世界 に対 して尊敬
を感 じ,も う援助 で もないが,高 揚 な らかれ らか ら期待す る用 意が常に あ っ
た」。(以 上RommelのBarock-traditionの3巻目,4巻 目か ら引用 した)。
こ うしてかれ らは更 に 「改心劇」(Besserungsst?ke)を 経 て,「ロマ ンチ ッ
ク=コ ミックな オ リジナル夢幻劇」(Die romantisch=komischen Original
=Zauberspiele)に 到 る。 Bauerle, Gleich, MeislはGoedekeが 謂 うよ う
に 「理想 的要求を もたない舞 台」(Schaub?ne ohne ideale Anspr?he)の
製 作者であ る。かれ らは全 く劇場 に従属 して いた。か れ らは役者 のために本
を書 いた。従 ってかれ らの脚本は舞 台にかけ て始 めて生 きる質 の ものであ る。
更にかれ らはShakespeareを 生 むための エ リザ王朝 の群 小詩人 の役 割を果
した。即 ちかれ らな く して は,Ferdinand Raimundは 存在 しなか ったで
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あ ろ う。Raimundは1827年 の 『モイザズ ール の呪文』(Moisasurs Zauber一
且uch),1828年 のr縛 られ た幻想』(Die gefesselte Phantasie),更 に1829年
のr不 幸 を もた らす魔法 の王冠』(Die unheilbringende Zauberkrone)を
もって,Borock喜 劇 に再びErnst(真 面 目さ)を もた らそ うとした。然 し
観客 はそれ につ いて行け なか った。
Barock喜 劇 の特 性
 Barock喜 劇 は,以 上 述べ た ように,時 代 とともに変遯 してい ったが,そ
れ らが変遷 しなが らBarock喜 劇 と呼ばれる以上,そ こに共通 の特性が認 め
られ るわけ であ る。私 た ちが例 えばRaimundの 有名 な 『妖精 の国の娘,叉
は百方長者 の農夫』(Das Madchen aus der Feenwelt oder Der Bauer als
Millionair-1826)を 見 るな り読 むな りして驚 くことは,そ れが19世 紀の作
品であ りなが ら,ま るで 申世 の もののよ うに,舞 台にLakrimoseを 申心 に
す る超 自然 的な妖精 の世界 が登場す るこ とであ る。更に登場人 物 の な か に
「嫉妬」や 「憎 しみ」や 「平安」や 「青春」や 「老 い」な どとい った ア レゴ リ
ーがい るこ とである。そ してこのこ とは大な り小な りBarock喜 劇全般に言
え るこ となのだ。 この喜劇 がZauberst?keと 別名 をもつの も,要 す るに超
自然 的な妖精 の世界 がZauberで ある ところか ら来 る。 それ ほ ど超 自然的妖
精 の世 界はBarock喜 劇 に本質 的な ものであるのだ。 Josef Nadlerは この
特 性を 「二重世界性 」(der Zweiweltencharakter)と 言 っている。(Geschi-
chte der deutschen Literatur S.160 f.)そ して これを宗教 的な此岸(Die-
sseits)と 彼岸(Jenseits)の 二重視 野 と関係ずけ てい る。 た しかにBarock
喜 劇が著 しく舞 台技 術的 な発達 を したの もJesuitenの 教団劇が,超 自然を舞
台上 に表 現す るために舞 台上 のあ らゆ る 「か らくり」(Maschine)を 使用 し
た こ とに端 を発 して いる とい うことについては前に も触れ た。 更にNadler
も指摘 している こ とで あるが,17世 紀 に教 団劇,オ ペラ共通 にわ りこんで ぎ
た幕合狂言(Zwischen-spiel, Intermezzo)が, Hauptaktionに 対 してこの
「二重世界性」 を形づ くった ことも言 え よう。Haupt=aud Staatsaktionに
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対 してHanswurstの 関係 も,高 貴 な世 界 と民衆 の世 界 とい う 「二重世 界性」
の一つのあ らわれ と解す ることがで きる。更 にRaimundの 作 品の半分 を な
してい る ところの,'額 縁小説 に対す る額 縁劇 もまだ この 「二重世界 性」 の一
つのあ らわれであろ う。二重世界 の一 つ,超 自然 的世 界がNadlerの 指摘 に
もかかわ らず宗教 的な色彩 を失 って,妖 精 の世 界にな ってい るのは,当 時 き
び しか った検 閲のための据 えか えで あろ うか。更に舞台 に妖精界 が登場 す る
のは,ほ かに も例 えぽ古 くShakespeareのromantic-comedyやGozziの
Fiab1,更 に フラ ンスのOffenbachな どのf馥rie等 広汎 な分布 を見 る とき,
そ の由来はにわかに決定 しがたいよ うだ。RommelもBesserungsst?ke I
のEinf?rungに おいて, このBarocktheaterのZauberwesenにつ い
て詳細な論究を行 っている。Rommelは18世 紀流行 の精 霊小説(Geister-
roman)に 関係づけて,こ れ らの精霊 が,例 えばHenslerやPerinetの
「ロマンチックで コミックな民話劇」 で一 時はRomantikの 基礎 となる民話
(Volksmarche且)に 接近は したが,飽 迄神pv的 倫理的 な ア レゴ リーで あ って,
その意味 で古代劇に 由来 するBarock劇 の復讐 や警告 の精霊 につ らなる もの
であ るこ とを言 っている。 いずれ に して も彼岸 と此岸 のこの 「二重世界性」
はWienの 民衆 の世界では信仰の対象 では な くて,彼 岸 は妖精 の世 界 に置 き
換 え られ て,Nadlerも 謂 うよ う 「演 劇的神 話」(Theatermythus)と な っ
ていたのだ。 この神話は,Wien会 議 時代Farodie化 されて,例 えばMeisl
の 「神 話的 カル カチュア」 の よ うに著 しく神聖 さを失 うこと も あ っ た が,
Raimundは 再 び これ に 「信 憑性 と高 い ドラマの高 貴 さ」 をあた えたのだ。
この 「演劇的神 話」 がWienの 民衆 か ら失 われ た とき,Barock伝 来 のZ1'1-
berst?keが 消 えた と言 え よう。
 Wienの 民衆 劇が超自然的彼岸 を舞 台にあつか いな が らRomantick化 し
なか った のは,Wienの 民衆 のなかに 同時 に此 岸的合理主義 が 存 在 した か
らであ る。 この此岸 的合理主義 こそ Barock喜 劇 がふ くむ此 岸性 と彼岸 性
の二重性 の うちで,特 に此岸性 を著 しく写実 的 な らしめた。Nadlerは 近代
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的農民文学 を始めた のはRaimundで あ るとさえ言 ってい る。 この写実性
が彼岸 にむけ られ る と,Wien特 有 のParodieに なるわけだ。 Meislのrオ
ル フォイス とエ ウ リデ ィーチ ェ』V`い ては,オ リンボスは完全にWien化
され ている。然 し彼岸性 に対 す る此岸性は,Barock喜 劇にあ っては,何 と
して も道化 で代表 され てい る。Barock喜 劇はある意味では道化 劇である と
言 って もい い。道化 の系 譜は既に前に述べ たが,こ の演劇 とCommedia de1-
1,arteと の関係 は,意 外に深 いのではないか。
 Barock劇 の伝統 の現 代的開花 としてHofmannsthalが いるが,か れ の
初期 の劇に 『愚者 と死 』 とい うのがあ る。 グニ テの ファウス トに似 た書出 し
で書 かれて いるが,グ ー テの ファウス トがTitanの 悲 劇であるのV`対 して,
Titanも 死 の前 では愚者 に過 ぎないとい うのがr愚 者 と死』であ る。 そ して
これはHofmannsthalの 根 本 テー マで もある。 Hofmannsthalは 更 に晩年
にAd me ipsumと い う覚書 で,自 分 の過去 の作 品の底にひそんでいるテ
ー マを さ ぐり出 そ うと試み ている。 そ してそのテーマとしてPraeexistenz
‐Schuld-Existenzと い うシェー マを さぐり当ててい る。 前存在は謂わぽ
青春で あ って,Existenzを 有 しなが らそれ を知 らない状 態,青 春は 当然人生
に接 触す る ことに よって,罪 を犯す。存在 に到達 するた めには罪を経 過 しな
くてはな らない。 このHofmannsthalの 思想はそのままWienの 民衆 劇の
テーマ とな ってい る。Rommelは その本 の5巻 目と6巻 目をBesserungss-
t?ke(改 心 劇)V`当 てて いる。人は皆夫 々身分相応 とい うものがある。 と
ころが入 は分 を こえた夢 を もつ。夢 にまきこまれ ると必 ず不幸に なる。不幸
な体験 を通 して,人 は再 び 自分 の分 にも どるとともに平安 を 得 る。 こ れ が
Besserung(改 心)だ 。 Barock喜 劇 は大な り小な りこの テーマにつ らぬか
れ ている。夢 に まきこ まれ るところに劇性があ る。そこに超 自然 が登場す る。
Grillparzerの 『夢 は人生 』(Der Traum ein Leben 1831)で は,丈 字通 り
主 入公Rustanは 野望 の夢を見 る。(な おこれはCalder?のLa vida es
sue?に 拠 ってい る。 La vida-es sue?はHofmannsthalのDer Turm
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の原 作で もある。)逸 脱をTitanの 悲 劇 と見な いで,こ の よ うに愚者 の喜
劇 と見 る見 方を,R・mm・1はThe・d・eeの影響 と見 てい る・然 しB・ …k
が申世の復興乃至 は延長 と見 られるな ら,そ こに中世 的Hierarchieの 世界
観が見 られないだろ うか。
 同様に,Barock喜 劇 の一つ の特長 として挙 げたAllegorie使 用 も考 え ら
れないか。客観世界 が安定 していた中世 の表現手段 として のAllegorieが,
E.R. Curtiusに よれば後進的 オー ス トリア=ス ペ イ ンにおいて,他 の ヨーP
ッパ諸国 よ りも永 く使 用されていたか ら とい って不 思議で はないのではな い
か。ITi7dividualismusが 中世 的客観世界 にひび を入れ たのだ,そ して,Alle-
gorieは 生気を失 う。 こ う考えてゆ くと, Hanswurst論 争 において激 突 し
た ものは,単 なる正規劇か即興劇か とい った もの以上 の,も っと深 い勢 力で
はなか ったか。Barockと 合理主義 の対立 。
 このほかBarock喜 劇の特性 として,そ の音楽性 があげ られ よ う。 とい う
よ りは,Gottsched以 後 ドイツ近代劇 が眼 ざした教養的 な会話劇に対 して,
Barock喜 劇にはCommedia del1'arte同 様寧 ろ民衆 に密着 した芸 能性 が
あ った。
Ferdinand Raimund
 Wienの 民衆劇はRaimundに おいて,世 界文学 の高 さに到 った。 Raim-
undは 『魔法 の島のバロメー ター作 り』(1823),『 精,,,.の王 のダ イアモ ン ド』
(1824)『 妖 精の国の娘』(1826)に おいては,ま だBauerle, Gleich, Meisl
と同 じパ ロデ ィー的Zauberst?keの 作 者であ った。即 ち劇場に奉仕 す る
だけの作者 であ った。然 しRaimundが 上述 の作家 たち と違 って,悲 劇的 な
傾 向を もつに到 った ことは,Toni Wagnerに 対す る悲恋 に よって一般 に説
明 され ている。(Toniに 対 する愛情 に もかかわ らず,か の女の両親 の反対 に
あい,か れ の以前の支配人 であ り発見者 である Josef Alois Gleichの 娘
Luiseと の スキャンダル,遂 にToniと 結ばれ る経緯)。 いずれ に して も1827
年 のrモ ィヅズールの呪文』以後,r縛 られ た幻想』(1828), r不 幸 を もた らす
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魔法の王冠』,そして最後 のr浪 費家(Verschwender)』(1834)に おいて,
RaimundはKomikに 重点がおかれていたWienの 民衆劇に再びBarock
劇本来の1)othosを あたえた。それらの作品において,か れは最早劇場に奉





 それを見 てひとは笑お うとするのだろうか?
  然 もそ うならねばならなかった,私 はそ うせずにはおれなかったのだ,
  緋の衣で私は寝問着をつ くることができなかったか?」
               (85)
